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2つの授業の事例を紹介
共通点：対面での受講とオンラインでの受講の両者に対応
相違点：板書中心　⇔  スライド中心

 ① 2020 年度後期　電磁気学 II

 ② 2021 年度前期　物理学概説 I

- 受講者は物理学科学生
　→ 電磁気学の概念的な部分は理解できていることを前提
　→ 理解できている概念を、数式として表現できることを目指す
　→ 板書により、学生がノートを取り、手を動かすことで理解すること
　　　を促す。

- 受講者は高校で物理を学んでいない学生を含む他学科学生
  → 数式による理解よりも先に概念的な理解が必要
　→ スライドを用いて、まず概念的な理解を目指す。
  → その後の数式としての理解は、課題に取り組み手を動かす
　　　ことで目指す。

板書を用いた
「ハイブリッド授業」

スライドを用いた
「ハイブリッド授業」
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電磁気学II：セットアップ
- 板書を用いた講義

- 質問の受付 :
    対面の受講者：授業中の口頭での質問、またはリアクションペーパー
　　リモートの受講者：マイクオンでの質問、または Zoom のチャット機能

再現セットアップ USB カメラ

スピーカーフォン
ポケット WiFi
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電磁気学II：セットアップ

- 質問の受付 :
    対面の受講者：授業中の口頭での質問、またはリアクションペーパー
　　リモートの受講者：マイクオンでの質問、または Zoom のチャット機能

再現セットアップ :
教員側からみると ...

スピーカーフォンで
双方向のコミュニケーションが可能：
・教員の声→ Zoom 参加者
・教室の学生の声→ Zoom 参加者
・ Zoom 参加者の声→教員
・ Zoom 参加者の声→教室の学生

- 板書を用いた講義
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電磁気学II：授業の概要
- 別途演習の授業があるため、基本的に 90 分間ひたすら板書
　→学生はノートを取り、手を動かして理解することを期待

1. 質問に対する解説
（長い時で 30 分程度）

2. シラバスの内容

電磁気学 II 第 7 回動画より

1. リアクションペーパーまたは、
   授業の最後にあった Zoom チャットでの質問への解説

2. シラバスで書かれた内容の講義

- 内容
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質問への回答に時間を長く取るのは...

電磁気学 II 第１回ガイダンスより

→ 電磁気学 II が、周辺の物理学とどのような繋がりを持つか伝え、
　 学んでいる意義を理解してもらうため。
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質問への回答に時間を長く取るのは...

電磁気学 II 第 7 回動画より

→ 電磁気学 II が、周辺の物理学とどのような繋がりを持つか伝え、
　 学んでいる意義を理解してもらうため。

電磁気学 II と
量子力学（周辺の物理学）

との繋がりの説明
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シラバスの内容の講義に関して

電磁気学 II 第 8 回動画より

5 分程度時間を取り、
各々計算をさせる。

講義の途中で、（必要に応じて）学生が考える時間を取るようにしている：
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シラバスの内容の講義に関して

電磁気学 II 第 8 回動画より

講義の途中で、（必要に応じて）学生が考える時間を取るようにしている：

その後、解説
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読めないとの苦情が多数寄せられた。

電磁気学 II 第１回授業の動画より

・解像度が悪く読めない
・とくに黄色で書いた字が

読めない ...
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読める解像度にするには ...

①

②HD をチェック
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読める解像度にするには ...

③

④HD を詳細をクリック
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読める解像度にするには ...

⑤ チェック

⑥4 または 6 フレーム毎秒に
← 通信量や動画ファイル
　　のサイズを抑えるため
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読める解像度にするには ...

⑥4 または 6 フレーム毎秒に
← 通信量や動画ファイル
　　のサイズを抑えるため

重要：

「ビデオの開始」で
板書を配信してはいけません

HD 画質に設定しても
HD画質にはなりません。

⑦ 「画面の共有」をクリック
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読める解像度にするには ...

⑧詳細をクリック
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読める解像度にするには ...

⑧詳細をクリック
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板書の授業：失敗点と改善点
Zoom 配信で板書が読める解像度にするには ...

⑨第二カメラのコンテンツ
　　をクリック

⑩ 共有をクリック
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板書の授業：改善前と改善後
第１回授業

第 11 回授業

黄色で書いた上付きや
下付きの文字も

読めるようになった
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板書の授業：改善前と改善後
第１回授業

第 11 回授業

黄色で書いた上付きや
下付きの文字も

読めるようになった

学生の皆さんへ：
もし板書が読めないときは、

教員に
「画面の共有の第二カメラのコンテンツ」

から配信しているか
確認してもらうと良いと思います。
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物理学概説I: セットアップ
スライドをプロジェクター表示および Zoom 配信
- 質問の受付 :
    対面の受講者：直接の質問またはリアクションペーパー
　　リモートの受講者：主に Zoom のチャット機能

スピーカーフォンと PC

第９回授業より

（画面中の第７回は間違い）
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物理学概説I

授業の資料は、 2 日前に kibaco にアップロード

授業

予習

・前回の課題の解説と質問への回答： 30 分程度

・講義（新しい内容の解説）： 30 分程度

・課題への取り組み（演習）： 30 分程度

授業の動画と、前回の課題の解説つき資料のアップロード

復習
課題の残り

反転授業を行わない理由：
概念的な部分も含めて正しく理解してもらうために、知識の教授を、

（動画の早送りが出来ない）リアルタイムオンラインで行いたい



24

物理学概説I

授業の資料は、 2 日前に kibaco にアップロード

授業

予習

・前回の課題の解説と質問への回答： 30 分程度

・講義（新しい内容の解説）： 30 分程度

・課題への取り組み（演習）： 30 分程度

授業の動画と、前回の課題の解説つき資料のアップロード

復習
課題の残り



25

前回の課題の解説や
質問への回答に長く時間を取るのは...

目的１： 分かりにくい箇所を補足して、理解を深めてもらうため。

目的２： 物理学に興味をもってもらい、学修意欲を高めてもらうため。

物理学概説 I 第 4 回資料より
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物理学概説I

授業の資料は、 2 日前に kibaco にアップロード

授業

予習
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講義（新しい内容の解説）に関して

物理学概説 I 第 4 回資料より

電磁気学 II と異なり、板書ではなくスライドを用いるのは ...

物理学を学んでいない学生に対して、概念的に理解しやすくしたいため。
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物理学概説I

授業の資料は、 2 日前に kibaco にアップロード

授業

予習

・前回の課題の解説と質問への回答： 30 分程度

・講義（新しい内容の解説）： 30 分程度
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課題への取り組み（演習）

物理学概説 I 第 4 回資料より

課題に取り組み手を動かすことで：
１．学んだ知識を定着させる。
２．学んだ知識を利用する能力を身につける。

対面の受講者には、
教室を回りながらアドバイス
や質問対応を行う。
【課題点： Zoom の受講者には、
あまりうまく対応できていない。】
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以前の授業では行っていたが、
今回紹介した年度には
行っていない内容

・定期試験用のルーブリック
・演習問題の自己添削



31

定期試験用のルーブリック

2019 年度　物理学科内 FD セミナーのスライドより

教員が学生に望む到達度と、評価を明確にする：
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演習問題の自己添削

2020 年度　物理学概説 I 　事前学修資料より

学生が、自分が理解していない箇所を自ら理解する：
← 「物理学演習 I 」（田中篤司先生）の取り組みを真似させて頂いた
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ご清聴ありがとうございました。
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板書の動画撮影に関する補足

画質改善前の動画：

画質改善後の動画（ HD 画質、 4 フレーム毎秒）：

https://www-hep.phys.se.tmu.ac.jp/user/kakuno/denjiki2_1001_Trim.mp4

https://www-hep.phys.se.tmu.ac.jp/user/kakuno/denjiki2_1210_Trim.mp4

HD 画質（ 4 フレーム毎秒）で録画した板書の動画のサイズ：

１時間半の録画で、約 400MB

https://www-hep.phys.se.tmu.ac.jp/user/kakuno/denjiki2_1001_Trim.mp4
https://www-hep.phys.se.tmu.ac.jp/user/kakuno/denjiki2_1210_Trim.mp4
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